再々評価調書
１事業概要

	事業名
	主要地方道美原太子線（粟ヶ池工区）

	担当部署
	都市整備部交通道路室道路整備課道路建設グループ（連絡先　06－6944－9276）

	事業箇所
	富田林市中野町～宮町

	再々評価理由
	・再評価実施後5年間が経過した時点で継続中

	目的
	本路線は、旧美原町を起点とし、富田林市を経由して太子町に至る南河内地域北部を東西に結ぶ幹線道路である。

当該地域は近鉄長野線と東西に交差する現道美原太子線等の周辺道路の渋滞対策のため、バイパス整備することにより、交通流の分散と自動車交通の円滑化、歩行者等の安全確保を目的とする。

	内容
	延　長　L=0.4km

幅　員　W=16.0m

車線数　　2車線（3.0×2）　歩道（3.0×2）

道路規格　3種3級

	事業費

（　）内の数値は
再評価時点のもの
	全体事業費：約63億円（約63.0億円）　　　    工事費内訳
（内訳）調査費等約　0.0億円（約0.0億円）　　　（内訳）鉄道高架約43億円
用地費　約  4.5億円（約4.5億円）　　　　　　  平面道路約15.5億円
　　　　　工事費　約58.5億円（約58.5億円）　　　　  　　

	事業費の変更理由
	―　

	維持管理費
	5.0百万円／年（国土交通省費用便益分析マニュアルにより算定）


２事業の必要性等に関する視点
	
	【計画時点H9】
	【再評価時点H18】
	【再々評価時点H24】
	【変動要因の分析】

	事業を巡る社会

経済情勢等の変化
	・(新)美原太子線は旧国道170号まで供用しており、その交差部において慢性的な渋滞が発生している。
・また、平行する（旧）美
原太子線の交通の円滑化や安全性の向上にも寄与する。

・本バイパスが完成する
ことにより、当該道路は
もとより、交差する旧国
道170号の交通の円滑化や、近鉄長野線の立体交差化による周辺踏切の交通渋滞緩和が期待できる。
【周辺の交通量】

・(新)美原太子線

　24時間交通量13,430台

　混雑度0.99
	同　左
【周辺の交通量】

・(新)美原太子線

　24時間交通量18,666台

　混雑度1.21
	・鉄道との立体交差は、財
政再建プログラム（案）に
よる公共事業費削減のため　
平成20年度以降一時休止。　　

完成予定年度の目処は立っ

ていない。

・立体交差の一時休止に伴
い、暫定平面交差について
鉄道事業者及び地元と調整
中。
【周辺の交通量】

・(新)美原太子線

　24時間交通量12,687台

　混雑度1.13
	

	地元等の

協力体制等
	地元は強く早期完成を望んでいる。
	

	
	【計画時点H9】
	【再評価時点H18】
	【再々評価時点H24】
	【変動要因の分析】

	事業の投資効果

＜費用便益分析＞

または

＜代替指標＞
	・計画時点では費用便益の分析手法が確立されておらず算出していない
	【分析結果】

・B/C=1.6

B=75.4億円 
C=48.0億円

【算出方法】

国土交通省「費用便益分析マニュアル（平成15年8月）」により算出
	【分析結果】

・B/C=1.1
B=51.0億円
C=48.0億円
【算出方法】

国土交通省「費用便益分析マニュアル（平成20年11月）」により算出
	・国の算出マニュアルの変更（原単位・検討期間）、将来交通量予測の変更、走行時間短縮便益算出の対象となる範囲の変更により、前回評価時から変動している。

	事業効果の

定性的分析

（安心・安全、活力、快適性等の有効性）
	【安全・安心】

・災害時の緊急輸送路、避難路の確保

・周辺狭小道路への迂回交通量減少による安心・安全性の向上

【活力】

・地域間交流連携の強化

・物流効率化の支援

【快適性】

・十分な幅員が確保された歩道による快適性の向上

・周辺狭小道路の迂回交通量減少による快適性の向上
	同　左
	同　左
	

	事業の進捗状況

＜経過＞

①事業採択年度

②事業着工年度

③完成予定年度
	①H9年度

②H9年度

③H30年度
	①H9年度

②H9年度

③H30年度
	①H9年度

②H9年度

③平面道路：H29年度
　立体交差：未定
	・鉄道との立体交差については、財政再建プログラム（案）による公共事業費削減のため、平成20年度以降一時休止中であり、完成予定年度の目処は立っていない

	＜進捗状況＞
	
	・全体　9％
（5.5億円／63億円）

・用地　71％
（3.2億円/4.5億円）
・工事　4％
（2.3億円／58.5億円）
	・全体　17％

（10.7億円／63億円）

・用地　95％
（4.0億円/4.5億円）

・工事 9％

（5.3億円／58.5億円）
	

	事業の必要性等に関する視点における判定（案）
	・現道を含む周辺道路の慢性的な交通渋滞の解消や歩行者等の安全確保を図るため、本路線

を早期に整備する必要がある。




３事業の進捗の見込みの視点

	事業の進捗の見込みの視点における
判定（案）
	・平面道路整備については、用地は概ね取得済みであり、主たる工事である橋梁工事も概ね整備を終えている。

・なお、鉄道高架による立体交差化については、今後、鉄道事業者等とコスト縮減の可能性などについて検討を進め、事業の実施判断を見極める。



４コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

	コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点における
判定（案）
	・平面道路整備については、約70％工事が進捗しており、見直しの余地はない。
・鉄道の高架化については鉄道事業者等とコスト縮減の可能性などについて検討を進める。



５特記事項
	自然環境等への

影響とその対策
	本路線の整備により、周辺道路が渋滞緩和され、大気質への負荷物質の排出量の抑制に寄与。

	前回評価時の意見具申と府の対応
	―

	その他
	大阪府都市整備中期計画（案）（H24.3月策定）


６対応方針（原案）

	対応方針（原案）
	○継続（一部休止）
＜判断の理由＞
・事業の必要性については変化がなく、用地買収を概ね終え、平面道路整備については約70％の工事が進捗していること。また、鉄道の立体交差化については、鉄道事業者等とコスト縮減の可能性などについて検討を進め、事業の実施判断を見極める必要があること。
以上のことから、事業を継続するが、鉄道の立体交差化は、鉄道事業者等と協議を整え、事業の実施判断を見極めるまで一部休止とする。


